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(54)【発明の名称】 有機エレクトロルミネッセンス表示装置

(57)【要約】
【課題】  赤、緑、および青色の有機ＥＬ素子の劣化に
よるホワイトバランスの崩れを抑制し、表示装置の経時
的な着色を低減する。
【解決手段】  赤、緑、青色の発光素子のうち、最も相
対輝度の低下が速い素子が発する光の透過率が、当該最
も相対輝度の低下が速い素子以外の素子が発する光の透
過率よりも大きい光透過部材を表示装置に備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  赤色の光を発する発光素子と、緑色の光
を発する発光素子と、青色の光を発する発光素子と、光
透過部材とを含む有機エレクトロルミネッセンス表示装
置であって、
前記光透過部材の、前記３つの発光素子のうち最も相対
輝度の低下が速い素子が発する光の透過率が、
前記光透過部材の、該最も相対輝度の低下が速い素子以
外の素子が発する光の透過率よりも大きいことを特徴と
する有機エレクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項２】  請求項１に記載の有機エレクトロルミネ
ッセンス表示装置において、前記光透過部材が円偏光部
材であることを特徴とする有機エレクトロルミネッセン
ス表示装置。
【請求項３】  請求項２に記載の有機エレクトロルミネ
ッセンス表示装置において、前記円偏光部材が、直線偏
光板と位相差板とを含むことを特徴とする有機エレクト
ロルミネッセンス表示装置。
【請求項４】  赤色の光を発する発光素子と、緑色の光
を発する発光素子と、青色の光を発する発光素子と、光
透過部材とを含む有機エレクトロルミネッセンス表示装
置であって、該光透過部材は光を吸収する物質を含み、
前記光を吸収する物質の、前記３つの発光素子のうち最
も相対輝度の低下が速い素子が発する光の吸収率が、
前記光を吸収する物質の、該最も相対輝度の低下が速い
素子以外の素子が発する光の吸収率よりも小さいことを
特徴とする有機エレクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項５】  請求項４に記載の有機エレクトロルミネ
ッセンス表示装置において、前記光透過部材が円偏光部
材であることを特徴とする有機エレクトロルミネッセン
ス表示装置。
【請求項６】  請求項５に記載の有機エレクトロルミネ
ッセンス表示装置において、前記円偏光部材が、直線偏
光板と位相差板とを含むことを特徴とする有機エレクト
ロルミネッセンス表示装置。
【請求項７】  請求項６に記載の有機エレクトロルミネ
ッセンス表示装置において、前記直線偏光板または前記
位相差板のいずれか一方が、前記光を吸収する物質を含
むことを特徴とする有機エレクトロルミネッセンス表示
装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、複数の有機エレク
トロルミネッセンス素子を備える有機エレクトロルミネ
ッセンス表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】有機エレクトロルミネッセンス表示装置
（以下、単に「有機ＥＬ表示装置」とも言う）は、現在
広く普及している液晶表示装置に代わる表示装置として
期待されており、実用化開発が進んでいる。特に薄膜ト
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ランジスタ（Thin Film Transistor：ＴＦＴ）をスイッ
チング素子として備えるアクティブマトリックス型有機
ＥＬ表示装置は次世代平面表示装置の主役として考えら
れている。
【０００３】一般に、有機ＥＬ表示装置が備える有機Ｅ
Ｌ素子は、電子注入電極とホール注入電極とからそれぞ
れ電子とホールとを発光層に注入し、それらが発光層と
ホール輸送層との界面や界面付近の発光層内部で再結合
し、有機分子が励起状態となり、この有機分子が励起状
態から基底状態に戻るとき蛍光を発光する。
【０００４】ここで、発光層に用いる材料を選択するこ
とにより適当な色を発光する発光素子が得られる。ま
た、そのような発光素子を適当に選択することでカラー
表示装置が実現できる。一般に光の３原色である赤、
緑、および青色を発光する発光素子が開発され利用され
ている。
【０００５】有機ＥＬ表示装置は、一画素がそれぞれ
赤、緑、および青色を発光する有機エレクトロルミネッ
センス素子（以下、単に「有機ＥＬ素子」ともいう）を
備えている。
【０００６】図２は、赤、緑、および青色の３種類の発
光層を備える一般的な有機ＥＬ素子の断面を模式的に示
した図である。
【０００７】ガラス基板１０上にホール注入電極１２、
介在層１４、およびホール輸送層１６が順に形成され、
つづいて、赤、緑および青色の光をそれぞれ発光する赤
色発光層２２、緑色発光層２４、および青色発光層２６
がホール輸送層１６上のそれぞれの所定の領域に互いが
隣接するように形成される。
【０００８】つづいて、それら３種類の発光層上に共通
に電子輸送層２８、電子注入層３０、および電子注入電
極３２がこの順で形成される。
【０００９】ここで、図２において、ガラス基板１０よ
り上に位置する部材は、通常、金属が用いられる電子注
入電極３２を除いて可視領域でほぼ透明である。したが
って、鏡のような構成となっているため、図２の下方か
らガラス基板１０に入射した外光は電子注入電極３２に
より反射され、反射光がガラス基板１０から出射する。
このような状態で映像を表示させた場合、外光の反射に
より黒映像が白っぽくなり、コントラストが低下してし
まう。これを抑制するために、ガラス基板１０の面のう
ち、ホール注入電極１２が形成された面の反対の面上
に、位相差板３４および直線偏光板３６が貼付され、上
記の外光の反射を遮断している。また、位相差板３４お
よび直線偏光板３６は有機ＥＬ素子が発した光に対して
も影響を与え、４５％程度を透過する。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】ところで、有機ＥＬ素
子は一般に経時変化により劣化することが知られてい
る。さらに、赤、緑、および青色の有機ＥＬ素子を構成
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する材料、組成は互いに異なることから、上記３つの素
子の劣化特性が互いに異なる場合がある。このような場
合、表示装置の製造当初において調整されたホワイトバ
ランスが、経時変化により崩れてしまうことから、表示
装置が経時的に着色してしまうという課題があった。
【００１１】本発明は、こうした認識に基づきなされた
ものであり、その目的は赤、緑、および青色の有機ＥＬ
素子の劣化によるホワイトバランスの崩れを抑制し、表
示装置の経時的な着色を低減することにある。
【００１２】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決する本発
明によれば、赤色の光を発する発光素子と、緑色の光を
発する発光素子と、青色の光を発する発光素子と、光透
過部材とを含む有機エレクトロルミネッセンス表示装置
であって、前記光透過部材の、前記３つの発光素子のう
ち最も相対輝度の低下が速い素子が発する光の透過率
が、前記光透過部材の、該最も相対輝度の低下が速い素
子以外の素子が発する光の透過率よりも大きいことを特
徴とする有機エレクトロルミネッセンス表示装置が提供
される。
【００１３】有機ＥＬ素子の劣化はたとえば２０００時
間発光後の相対輝度の低下で知ることができる。ここ
で、相対輝度I

ｒ
は、製造当初の輝度をＩ

０
、任意の時

刻ｔにおける輝度をＩ
ｔ
としたとき、I

ｒ
＝Ｉ

ｔ
／Ｉ

０

で表される。
【００１４】赤、緑、および青色の有機ＥＬ素子の劣化
特性が異なる場合、上記したように経時的にホワイトバ
ランスが崩れることになる。本発明によれば、光透過部
材の透過率について、３つの発光素子のうち最も相対輝
度の低下が速い素子が発する光の透過率をその他の光の
透過率よりも相対的に高くすることにより、経時的にホ
ワイトバランスが崩れることを抑制することができる。
【００１５】例えば図３（ａ）の模式図に示されるよう
に、青色の素子の劣化が赤、緑に比べて速い場合は、時
間の経過に伴って青色の輝度が低下してホワイトバラン
スが崩れる。このとき、例えば図４（ａ）のような光学
スペクトルを持つ光透過部材を用いても、波長に関係な
く一定の割合で光を透過させるのみであるため、ホワイ
トバランスは崩れることとなる。
【００１６】従来の有機ＥＬ表示装置に備えられていた
光透過部材の一種である円偏光部材は、外光反射対策の
観点のみから材料の選択がされていた。
【００１７】上記の例の場合、本発明によれば、図４
（ｂ）のような光学スペクトルを持つ光透過部材によ
り、青色の素子の発光効率を赤および緑の発光効率より
も相対的に高めることができる。このようにすることに
より、青色の素子に流す電流を小さくすることができる
ため、当該素子への負荷を低減することができる。その
ため、図４（ｂ）に示される模式図のように青色の発光
素子の劣化特性が赤、緑色の発光素子の劣化特性に近く
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なる。その結果、経時的なホワイトバランスの崩れを抑
制することができるのである。
【００１８】前記光透過部材は円偏光部材であってもよ
い。これにより、ホワイトバランスの崩れの抑制効果に
加え、外光の影響を低減する効果を得ることができる。
【００１９】前記円偏光部材は、直線偏光板と位相差板
とを含んでいてもよい。
【００２０】また本発明によれば、赤色の光を発する発
光素子と、緑色の光を発する発光素子と、青色の光を発
する発光素子と、光透過部材とを含む有機エレクトロル
ミネッセンス表示装置であって、該光透過部材は光を吸
収する物質を含み、前記光を吸収する物質の、前記３つ
の発光素子のうち最も相対輝度の低下が速い素子が発す
る光の吸収率が、前記光を吸収する物質の、該最も相対
輝度の低下が速い素子以外の素子が発する光の吸収率よ
りも小さいことを特徴とする有機エレクトロルミネッセ
ンス表示装置が提供される。
【００２１】これにより、３つの発光素子のうち最も相
対輝度の低下が速い素子が発する光の透過率をその他の
光の透過率よりも相対的に高くすることにより、経時的
にホワイトバランスが崩れることを抑制することができ
る。
【００２２】前記光透過部材は円偏光部材であってもよ
い。これにより、ホワイトバランスの崩れの抑制効果に
加え、外光の影響を低減する効果を得ることができる。
【００２３】前記円偏光部材は、直線偏光板と位相差板
とを含んでいてもよい。
【００２４】前記直線偏光板または前記位相差板のいず
れか一方が、前記光を吸収する物質を含んでいてもよ
い。また、前記直線偏光板および前記位相差板の両方に
前記光を吸収する物質を含んでいてもよい。
【００２５】また、上記発光素子は、２種以上の発光素
子から成っていてもよい。例えば、赤色の光を発する発
光素子の場合を考えると、黄色の光を発する発光素子と
青色の光を発する発光素子を組み合わせて白色の光を発
光させ、これを赤色のカラーフィルターで覆うことによ
り赤色の光を発せしめることができる。
【００２６】
【発明の実施の形態】本実施の形態では、アクティブマ
トリックス型有機ＥＬ表示装置の隣接する画素の有機Ｅ
Ｌ素子同士の境界を適切に設定する。ここでは特に、そ
の境界を画素の表示に影響のない領域に設ける。
【００２７】図１は、一画素がそれぞれ赤、緑、および
青色を発光する有機ＥＬ素子を備える有機ＥＬ表示装置
の、上記３色の画素領域の平面図の概略を示している。
左から順に、赤色の発光層を備える赤色画素Ｒｐｉｘ、
緑色の発光層を備える緑色画素Ｇｐｉｘ、および青色の
発光層を備える青色画素Ｂｐｉｘが設けられている。
【００２８】各画素の構成は平面図では同一である。一
画素はゲート信号線５１とドレイン信号線５２とに囲ま
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れた領域に形成される。両信号線の左上の交点付近には
スイッチング素子である第一ＴＦＴ１３０が、また中央
付近には有機ＥＬ素子を駆動する第二ＴＦＴ１４０が形
成される。また、インジウム酸化スズ（Indium Tin Oxi
de：ＩＴＯ）からなるホール注入電極１２が形成される
領域に有機ＥＬ素子が島状に形成される。このような構
成を採用しているので、各有機ＥＬ素子に流れる電流は
それぞれ独立に制御される。
【００２９】図５は、本実施の形態に係る赤、緑および
青色の画素を備える有機ＥＬ表示装置の断面構造を示し
ており、特に図１に示したＡ－Ａ断面における断面構造
を示している。左から順に、赤色画素Ｒｐｉｘ、緑色画
素Ｇｐｉｘ、および青色画素Ｂｐｉｘが設けられてい
る。
【００３０】ガラス基板１０の面のうち、後述の能動層
１１が接合する面の反対側の面には、位相差板４０およ
び直線偏光板４２を貼り合わせてなる円偏光部材４４が
接着されている。一般に、位相差板および直線偏光板を
組み合わせることにより、円偏光部材とすることができ
る。円偏光部材４４とガラス基板１０との接着は、ホッ
トメルト接着剤または光硬化型接着剤を用いて、およそ
数分間以内に所定の接着強度が得られる方法を用いるこ
とが、位置決め精度の向上や生産速度の向上の観点から
好ましい。また、接着剤による光の吸収や散乱などの損
失を避けるため、位相差板４０の周辺部にのみ接着剤を
塗布してガラス基板１０と接着するのが好ましい。
【００３１】このとき、３つの発光素子のうち最も相対
輝度の低下が速い素子が発する光の透過率をその他の光
の透過率よりも相対的に高くできる円偏光部材４４を選
択する。
【００３２】ここで所望の光学スペクトルを示す適当な
円偏光部材４４を得ることが出来ない場合には、たとえ
ば位相差板４０または直線偏光板４２に特定の波長の光
を吸収する物質をコーティング等することにより、所望
の光学スペクトルを示す円偏光部材４４とすることがで
きる。また、所望の光学スペクトルを有する光学フィル
ターを円偏光部材４４に貼付することにより所望の光学
スペクトルを示す円偏光部材４４とすることもできる。
【００３３】ガラス基板１０上に能動層１１が形成さ
れ、その能動層１１の一部が有機ＥＬ素子を駆動するに
必要な第二ＴＦＴ１４０として形成される。その上に、
絶縁膜１３、第一平坦化層１５が形成される。その上に
透明なホール注入電極１２および絶縁性の第二平坦化層
１８が形成される。
【００３４】ホール注入電極１２の材料として、ＩＴＯ
の他に酸化スズ（ＳｎＯ

２
）や酸化インジウム（Ｉｎ

２

Ｏ
３
）を例示できる。また、第一平坦化層１５の材料と

して、アクリル樹脂を例示できる。
【００３５】また、第二ＴＦＴ１４０は第二平坦化層１
８の下に形成されている。ここで、第二平坦化層１８は*
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*ホール注入電極１２の全面に形成されるのではなく、第
二ＴＦＴ１４０が形成される領域にそれを覆うよう、か
つ第二平坦化層１８の形状でホール注入電極１２や後述
の各膜層が断線しないよう局所的に形成される。
【００３６】つぎに、ホール注入電極１２および第二平
坦化層１８を覆うようにホール輸送層１６が形成され
る。その上にはさらに、赤色発光層２２、緑色発光層２
４および青色発光層２６が所定の領域に形成される。
【００３７】ここで、ホール輸送層１６の材料として、
N,N'-ジ(ナフタレン-１-イル)-N,N'-ジフェニル-ベンジ
ジン(N,N'-Di(naphthalene-１-yl)-N,N'-diphenyl-benz
idine：ＮＰＢ)や4,4',4''-トリス(3-メチルフェニルフ
ェニルアミノ)トリフェニルアミン（4,4',4''-tris(3-m
ethylphenylphenylamino)triphenylamine：ＭＴＤＡＴ
Ａ）や、N,N'-ジフェニル-N,N'-ジ(3-メチルフェニル)-
1,1'-ビフェニル-4,4'-ジアミン（N,N'-diphenyl-N,N'-
di(3-methylphenyl)-1,1'-biphenyl-4,4'-diamine：Ｔ
ＰＤ）などを例示できる。
【００３８】
【化１】

【００３９】
【化２】

【００４０】また、赤色発光層２２、および緑色発光層
２４のホスト材料として、例えば、アルミキノリン錯体
（Ａｌｑ

３
）やビス（ベンゾキノリノラト）ベリリウム

錯体（ＢｅＢｑ
２
）等の一つの金属イオンに複数の配位

子が配位されたキレート金属錯体が広く利用されてい
る。
【００４１】
【化３】
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【００４２】
【化４】

【００４３】一般に、キレート金属錯体を発光層の材料
として形成される有機ＥＬ素子は、短い波長の色、つま
り青色の発光に課題があり、そのため青色の発光層に
は、特開２００２－２５７７０号公報に開示されている
tert-ブチル置換ジナフチルアントラセン（ＴＢＡＤ
Ｎ）等のようなアントラセンおよびその誘導体、またジ
スチルベンゼンおよびその誘導体などがホストとして用
いられることがある。
【００４４】
【化５】

【００４５】また、各発光層は、上述のキレート金属錯
体や縮合多環芳香族をホストとしてルブレン（Rubren
e）などのドーパントをドープさせることで所望の発光
特性が得られる。
【００４６】
【化６】

【００４７】各発光層間に生じる境界領域は第二平坦化
層１８上の表面でガラス基板と平行となっている領域に
設けられる。また、各発光層の上には電子輸送層２８が
それぞれ独立に形成される。電子輸送層２８の材料とし
て、Ａｌｑ３やＢｅＢｑ２などのキレート金属錯体を例
示できる。さらに各電子輸送層２８の上には共通に電子
注入層３０および電子注入電極３２が順次形成される。
従って、電子輸送層２８間に生じる境界は、発光層間に
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生じた境界の上に重なり設けられる。ここで、電子注入
電極３２の材料としてとして、アルミニウムや、リチウ
ムを微量に含むアルミニウム合金、マグネシウムインジ
ウム合金、マグネシウム銀合金などを例示できる。
【００４８】
【実施例】本実施例においては、図５に示された構造を
有し、赤色発光層２２、緑色発光層２４、および青色発
光層２６が下記の材料からなる３色の有機ＥＬ素子を用
いた。赤色発光層２２は、Ａｌｑ３をホストとして、２
％のＤＣＪＴＢと１０％のルブレンがドープされてい
る。また、緑色発光層２４は、Ａｌｑ３をホストとし
て、１％のキナクリドン（Quinacridone）誘導体と、１
０％のＴＢＡＤＮがドープされている。また、青色発光
層２６は、ＴＢＡＤＮをホストとして２％のtert-ブチ
ル置換ペリレン（ＴＢＰ）がドープされている。
【００４９】また、赤色発光層２２、緑色発光層２４、
および青色発光層２６の膜厚は３７．５ｎｍであり、各
発光層の上にはさらに電子輸送層２８が膜厚３７．５ｎ
ｍで形成されている。
【００５０】なお、赤色発光層２２、緑色発光層２４、
および青色発光層２６の発する光の波長領域はそれぞれ
６００～６６０ｎｍ、４９０～５３０ｎｍ、および４３
０～４７０ｎｍであった。
【００５１】
【化７】

【００５２】
【化８】

【００５３】また、円偏光部材４４として図６（ａ）に
示される光学スペクトルを有する円偏光板を用いた。こ
の円偏光板は、青色発光層２６の発するの光の波長領域
（４３０～４７０ｎｍ）の透過率が、赤色発光層２２の
発する光の波長領域（６００～６６０ｎｍ）や緑色発光
層２４の発する光の波長領域（４９０～５３０ｎｍ）に
おける透過率と比較して高くなっているのが特徴であ
る。
【００５４】表１は、初期段階の輝度を１００％とし
て、２０００時間経過した時点の各有機ＥＬ素子の輝度
の変化を示したものである。２０００時間経過した時点
における、赤、緑および青色の各有機ＥＬ素子の輝度は
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それぞれ７６、７５および７３％の輝度となっており、
ホワイトバランスはほぼ維持されていた。
【００５５】
【表１】

【００５６】（比較例）比較例においては、円偏光部材
４４以外は上記実施例と同様の構成とした。円偏光部材
４４としては図６（ｂ）に示される光学特性を有する円
偏光板を用いた。この円偏光板は、赤、緑および青色の
光をほぼ同等の透過率で透過させる。
【００５７】表２は、初期段階の輝度を１００％とし
て、２０００時間経過した時点の各有機ＥＬ素子の輝度
の変化を示したものである。２０００時間経過した時点
における、赤、緑および青色の各有機ＥＬ素子の輝度は
それぞれ７４、７２および５８％の輝度となっており、
青色の有機ＥＬ素子の輝度が他の色の輝度と比べて顕著
に低下した。その結果、ホワイトバランスが崩れ、画面
に着色が認められた。
【００５８】
【表２】

【００５９】上記比較例から、青色の有機ＥＬ素子の劣
化速度が他の有機ＥＬ素子の劣化速度よりも大きいこと
がわかる。これら３色の有機ＥＬ素子の劣化特性を踏ま
え、上記実施例においては、青色の光を他よりも効率良
く透過させる円偏光板を用いている。これにより青色の
有機ＥＬ素子に流す電流を小さくすることができるた
め、当該素子への負荷を低減することができる。このこ
とから、青色の素子の劣化特性を赤色、緑色の素子の劣
化特性に近くすることができるため、２０００時間経過
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後のホワイトバランスの崩れを抑制することが可能とな
る。
【００６０】
【発明の効果】本発明によれば、赤、緑、および青色の
有機ＥＬ素子の劣化によるホワイトバランスの崩れを抑
制することができる。その結果、表示装置の経時的な着
色を低減することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の実施の形態に係るアクティブマトリ
ックス型有機ＥＬ表示装置の平面図であり、特に赤、
緑、および青色の３画素の領域を示した図である。
【図２】  従来の有機ＥＬ表示装置の構造を模式的に示
した断面図である。
【図３】  赤、緑、および青色を発光する３種類の発光
層を備える有機ＥＬ素子の相対輝度の低下を説明するた
めの模式図である。
【図４】  円偏光部材および光透過部材の光学スペクト
ルを説明するための模式図である。
【図５】  本発明の実施の形態に係る、赤、緑、および
青色を発光する３種類の発光層を備える有機ＥＬ素子か
らなる構造がアクティブマトリックス表示装置に適用さ
れた際の構造を示した断面図である。
【図６】  本発明の実施例において用いられる円偏光板
の光学スペクトルおよび比較例において用いられる円偏
光板の光学スペクトルを示したグラフである。
【符号の説明】
１０  ガラス基板、  １１  能動層、  １２  ホール注
入電極、  １３  絶縁膜、  １４  介在層、  １５  第
一平坦化層、  １６  ホール輸送層、  １８第二平坦化
層、  ２２  赤色発光層、  ２４  緑色発光層、  ２６
  青色発光層、  ２８  電子輸送層、  ３０  電子注入
層、  ３２  電子注入電極、  ３４位相差板、  ３６  
直線偏光板、４０  位相差板、４２  直線偏光板、  ４
４円偏光部材、  ５１  ゲート信号線、  ５２  ドレイ
ン信号線、  １３０  第一ＴＦＴ、１４０  第二ＴＦ
Ｔ、  Ｒｐｉｘ  赤色画素、  Ｇｐｉｘ  緑色画素、Ｂ
ｐｉｘ  青色画素。
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